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股関節のバイオメカニクスと
疼痛
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股関節の疼痛発生原因やその機序を推定する上で、股関節のバイオメカニクスを理解することは重要である。股関
節には日常生活動作でも体重の2-3倍の荷重がかかり、非荷重の仰臥位の運動でも体重の2倍前後の荷重がかか
る。不意なつまづきでは体重の7-8倍の荷重がかかり、関節唇や軟骨の損傷の要因となりうる。股関節に要求される
可動域は日常生活動作にでも大きいが、スポーツ動作では種目により要求可動域はさらに大きくなり、関節損傷の
要因となりうる。股関節は、その形状から安定性の高い関節と考えられてきたが、近年関節唇などの軟部組織が大
いにその安定性に関与していることが報告されており、軽微な関節唇損傷が関節軟骨の負荷を増大することが明ら
かとなっている。股関節のバイオメカニクス観点から関節損傷や疼痛発生機序を考察する。

必須分野（N）:[1]整形外科基礎科学、[11]骨盤・股関節疾患認定単位
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Pathology and Biomechanics of Hip Joint


